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は、上皮性卵巣癌（Epithelial Ovarian Cancer : 以下 EOC）および境界悪性卵巣腫瘍（Borderline 




【結果】EOC 全 128 人中 88 人（68.8%）及び BOT 全 33 人中 8 人（24.2%）において、高いメソ
テリン発現率を認めた。組織メソテリンの発現率が高い場合は、無増悪生存期間および全生存期
間が短縮した。組織メソテリンの発現は、EOC 患者の血清メソテリン値と相関があった。受信者
動作特性分析の結果から、血清メソテリン値がカットオフ値 2.2nM 以上の場合、EOC 患者では組
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